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概 要

近年，村落地域を中心に，少子高齢化や就業人口の減少に伴う放棄地の増大，過疎化，限界集落

といった危機的問題を抱えており，どのように地域産業や社会を再生するかは喫緊の課題である。

一方，地球環境問題とエネルギー需給に関して，長年，議論が行われて来ているが，一昨年の東日

本大震災を受けて，今まで CO2 排出削減対策として注目されていた原子力発電の今後の方向性を中

心としたこれからの日本全体のエネルギーの在り方についての関心はさらに広がっている。

村落地域の再生の方法として，エネルギー利用システムの構築は有効であり，特に村落地域で豊

富に存在する風，水，太陽光などを利用した自然エネルギーを積極的に有効活用することで，地域

の所得の向上などを通じ，より安全かつ安心に地域の活性化を促進することが可能であると考えら

れている。また，都市地域においても既存インフラの改善および新規インフラの構築を通して，潜

在的エネルギーを有効に利用することがまだまだ可能であると思われる。

本論文では，これからの日本において高齢化社会を含めたライフスタイルの変化，また資源エネ

ルギー問題を踏まえて，これまで使われてこなかった地域に賦存する未利用エネルギーの有効活用

の方法について検討する。具体的には，地域に対して，都市型，地方型などのパターン化を行い，

それぞれの地域の特性を生かした持続可能なエネルギー事業の在り方を検討する。また，各地域に

適したエネルギーの循環システムモデルを提案し，その中でシステム導入におけるコスト計算，エ

ネルギー発電量の試算，さらに実現に向けた問題点にも触れ，今後の日本の目指すべきエネルギー

シナリオを考える。
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